Form Learning Seen from Michael Polanyi's Epistemology : With Reference to "ZEN in der Kunst des Bogenschiessens" by 岩井, 哲雄
Titleマイケル・ポランニーの知識論からみた型の学習 : ヘリゲル著『弓と禅』を手がかりに
Author(s)岩井, 哲雄









岩  井  哲  雄  
Form Learnlng Seen from MichaelPolanyi’s Epistemology  









の陪黙知（tacitknowing）の理論によって，この問題を解明することを狙いとしている。   
その際，オイゲソ・ヘリゲル（Eugen Herrigel）の弓道修業が提起する問題を，暗黙知の理  
論に対する試金石としよう。そもそも，弓道というシンプルな武道は，学習論としての暗黙知  
の理論が解くべき問題を，簡潔に示してくれる。逆に，暗黙知の理論は一般性のある理論であ  








ある表現を用いていると期待できるであろう。   
では，ヘリゲルの著書『弓と禅』が提起する問題を明らかにしておこう。まず，同書に従え  
ば，ヘリゲルの弓道の修業過程ほ，弓道の技術的な段階に沿って，大きく三つに区分できる。  
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すなわち，①弓を引くこと，②矢を放つこと（放れ），③的を射ること，である。この三つの段  
階に対して，弓道の教師である阿波研造から与えられた課題は，①腕の力で弓を引いてはいけ  







れる。では，このような，自ずからの達成とは一体何であろうか。これが第一の問題である。   
また，阿波の与えた三つの指示は，いずれも「無心」ということに関係があるように思われ  
る。そして実際，ヘリゲルの達成は，こだわりを無くすことによって生じている。では，無心  












第1章 学習論とLての暗黙知の理論  
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としてのみ感じている。このように，それ自体としてでほなく，用具として感知する仕方ほ，  
従属的感知（subsidiary awareness）と呼ばれる。そしてこのとき，焦点的に感知されるもの  
が包括的存在と呼ばれ，従属的に感知されるものが諸細目と呼ばれるのである。   
以上のように，知る人（knower）ほ，諸細目を従属的に感知することによって，それを手掛  
かりとして利用し，その結果を包括的存在として焦点的に理解する。これが全ての知識に妥当  
する暗黙知の構造である。ボランニー は，この構造を形成する行為を包括（comprehension）  
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を受容しようとするとき．学習者ほ，伝統を権威と見なし，それに服従（commit）しなければ  











第2章 暗黙知の理論による「型」の解釈  






次節は，この立場からの陪黙知の理論の一解釈であることを，お断りしておく。   
さて，まず枠組とは何であろうか。ボランニーは，様々な手掛かりのうち，特に知的な道具  
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心ある特定の道程を顕示するようにする」（Polanyi，妨近∴117）のである。   
このように，地図すなわち理論ほ，それを再組織しようとする暗黙の力，すなわち「非分画  
的な精神的な力（inarticulate mentalpower）を助けるがゆえに有効」（Polanyi，ibid．：83）  
なのである。それゆえ，枠組は，それによって何事かを理解するためだけに利用されるのでは  
なく，むしろ，それを通して知る人の暗黙の能力（mute ability）が成長し続けるための基盤  
となるのである（Polanyi，よわ£d．：70参照）。これが，枠組が人間に与える根本的な利益である。   
でほ，枠組ほ，暗黙の力を助けることによって，何を明らかにするのであろうか。ボランニー  
は，真に客観的な理論や概念や知識ほ「隠れた含意（hiddenimplications）」（Polanyi，ibid．：  
64）を持つという（Polanyi，路辺∴ 5，104，311を参照）。つまり枠組はその利用者が現に知っ  
ていること以上の内容を含意しているのである。例えば杖の使用においては，手掛かりとして  
の掌の振動は，道の凹凸だけではなく，さらにそれを越える何事かを意味するかもしれない。  






れた含意は何ら枠組の本質ではなく，そもそも枠組は本質というものを持っていないのである。   
以上によって，枠組とは何であるか，それはどのように達成と関わるか，ということが明ら  
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第2節 型における達成   
本節では，暗黙知の理論に基づいて，型における，あるいほ型を通じた達成の理論的構造を  
明らかにしたい。ところでボランニーは，達成という事態を発見の場（heuristic field）という  
図式を用いて説明している。彼は，「陪黙の要素（tacit component）のあらゆる操作は，場の  
概念に含まれる（be subsumed under）」（Polanyi，ibid．：398）と述べる。それゆえ，場とは，  
陪黙の力が枠組を再組織する様子に，別の表現を与えたものであると考えてよい。では，そも  
そも場（field）とほ何であろうか。   
ボランニーの用いている「発見の場」とは，物理学上の場の概念を借用したものであり，「ベ  
クトル場」に他ならない7）。そしてベクトル場とは，空間内の任意の座標に，方向と大きさと  
いう二つの情報が含まれるような空間である。   
ボランニーほ次のような例を挙げている（Polanyi，1962：128－129）。人は忘れた名前を思い  
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両者ほ感知される様態が異なっており，この意味で，達成の勾配は意志以外の何かなのである。   
この解釈においては，意志とは，達成の勾配でほなく，枠組の操作を選択するものである。  
そもそも，どんな操作も枠組に依拠せずに行なえないが，しかし，操作の選択ほ枠組によって  
決定されているわけではない。例えば，チェスのルールはゲームの枠組であり， このルールに  
依拠せずにどんな手も指せないが，しかし，指し手の選択はルールによって決定されているの  













けているのである。   
ところで，従属的に感知されている能力とほ，まさに枠組に等しい。それゆえ上の議論から，  
枠組ほある傾向に従って常に働いている，と結論できるであろう。したがって，達成への過程  






第3章 暗黙知の理論による型の学習の分析  
本章では，これまで論じてきた理論によって，実際にヘリゲルの修業過程がいかに解釈され  
るのかを見る。以下では，ヘリゲルの修業の段階に沿いながら説明を加えていくことにしよう。  
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まず，最初の稽古で，阿波ほ弓について簡単に説明し，次いで弓の引き方を実演した。この  
とき，弓の「極めて上品な形（die uberaus edle Form）」（Herrigel，1951：27）にヘリゲルの  
注意を向けさせることが，阿波にとってより重要であるようだった，とヘリゲルは述べている。  
次いで阿波は，弓を腕の力で引くのでほなく「心で引くこと」（ヘリゲル，1982：27）を話し，  
さらにヘリゲルの手をとって弓の引き方を教えている。   
ここで，阿波はヘリゲルの注意を弓の形の美しさへ向けさせているが，ボランニーの理論か  
らみると，阿波のこの振舞いは注目に値する。なぜなら，枠組の喚起する情動，この場合，実  




的であるために，技芸であれ学の体系であれ，それを批判的に習得することは不可能であろう。   
ヘリゲルが自分のやり方の行き詰まりを認めざるを得なくなったとき，初めて阿波は正しく  
弓を引くための正しい呼吸の仕方を教える。彼の新しい指示は，一切を忘れて「呼吸に集中  
（sich auf die Atmung konzentrieren）」（Herrigel，1951：32）することであった。ヘリゲル  
ほこの指示に従って呼吸に集中するように努め，そして遂に弓を心で引くことを習得する。し  
かし，その経緯については，「なお相当な時間がかかった。しかしついにうまくいった」（Herrigel，  












から隠れた含意を引き出すことが可能になるのである。実際，阿波は，「あなたが習得したこ と  
は，すべてこの放れ（das Lt；sen des Schusses）のための準備に過ぎなかった」（Herrigel，ibid．  











すでに心を集中して（sich sammeln）」（Herrigel，ibid．：44）くることだった。これは，道場  
での弓道をさらに日常生活にまで拡げること，それによって弓道を道場だけでの出来事ではな  
く，その準備段階をも含めた「礼法（Zeremonien）」（Herrigel，ibid．：55）とすることである。   
では，弓道を礼法とすることは，ボランニーの理論から見たとき，何を意味するだろうか。  
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は「仏陀」と呼ぶものは，ボランニーの理論においてほ，達成の勾配に他ならないと言える。   
しかし，場の傾向による自ずからの達成を認めるだけでほ，「無心」を十分に説明したとほ言  
えない。無心が，時に平常心と同義であるように，心の無い状態ではないのほ何故だろうか。  
ボランニー は，達成の勾配は個人の責務および決意を表すべきである，と主張する（Polanyi，  
1974：403）。つまり，達成の勾配に受動的に従うとき，これによって心が消滅するのでほなく，  










おわりに 暗黙知の理論からみた型の学習  
通常，「型の練習」という言葉から連想されるものほ，弟子ほ師に絶対的に服従し，厳密に定  
められた型の模倣をひたすらに繰り返す，という状況であろう。そして，この連想の背後には，  
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5）枠組ほまた，分画的枠組（articulateframework），分画的体系（articulate system）などと  
も呼ばれる。なお，ボランニー の“articulate”の用法は，言語学での用法（ここでほ「分節的」  
と訳される）よりも広く（Polanyi，1974，p．70の脚注を参照），また人間の知識に言及する際に  
のみ用いられる（例えば，動物は，分節的な知識は持ち得るが，articulateな知識は持たない）。  
よって本稿でほ，この語の訳を，長尾史郎に倣って「分画的」とした。   
6）『弓と禅』では，「型」に相当する概念，例えば“Formen”（Herrigel，1951，P．51参照。邦訳で  
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ほベクトル解析の概念であり，スカラー関数（スカラーポテンシャル）の偏微分から作られるベク   
トルを指す。そして，この勾配自体はベクトル場を形成する。またボランニーは，「力学的な力が  
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